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１．「接着適用技術者養成講座」について 

精密部品から構造部品まで広範囲の機器製造産業での接着接合の適用拡大に伴い、接着に要求される機能・特性

は高度化し、信頼性や品質への要求も厳しくなっています。しかし、接着は完成後に接着性能の検査が困難で「特

殊工程」に分類される技術であることと、接着接合に詳しい技術者を擁している機器製造企業は少ないため、接着

接合に関する品質不具合は増加しています。 

このような状況下において、今、接着接合の高信頼性化、高品質化が世界的レベルで要求されています。ドイツ

では、鉄道車両における接着を対象として、DIN6701-2 が施行されており、接着技術者および接着作業者の資格認

定制度が義務付けられています。鉄道車両以外の機器についても、DIN2304 で同様の資格認定が制定されています。

これらの資格認定においては、EWF（欧州溶接連盟）が制定したカリキュラムに沿った接着教育が基本となっていま

す。国際的には、ISO9002 の接着版とも言える ISO21368 の改訂作業が進行中で、この改訂の骨子は、上記の資格認

定制度の導入にあります。 

そこで、このような国際的な資格認定の導入に備えるために、機器製造分野で接着技術に関わる技術者を対象と

して、2016 年度から「接着適用技術者養成講座」を開催しています。本講座の内容は、EWF のカリキュラムの主要

点を網羅しており、接着品質の向上と安定化に必要な要素技術（材料、強度・構造設計、接着工程、検査・品質管

理など）とそれらの関連性について学び、製品の開発・設計・製造・品質業務に必要な知識を習得し、社内で接着

設計・接着管理技術の中核となる技術者を養成することを目的としています。 

なお、界面や化学、力学、統計などに詳しくない技術者にも理解しやすいように、理論に偏らず実践的な内容と考

え方を説明します。 

  

２．第４回「接着適用技術者養成講座」の実施要領 

■実施形態 

  4 日間、合計 24 時間の座学 

  1 日 6 時間で連続 2日間の講座を、前半、後半の 2 回に分けて開催します。 

■日程 

  前半：2019 年 7 月  3 日(水)、 4 日(木) 10:00～17:30 

  後半：2019 年 7 月 16 日(火)、17 日(水) 10:00～17:30 

   ※7 月 3 日(水)講義終了後に、技術交流会（懇親会）を開催します。（無料） 

   ※7 月 16 日(火)講義終了後に、東工大佐藤千明研究室の見学会を開催します。（参加任意） 

   ※今回、都合で一部欠席された場合は、第５回の講座で欠席部分を無料で受講いただけます。 

■開催場所 

4 日間とも東工大すずかけ台キャンパス（地図㉗の２階） 

   交通アクセス：http://www.sok.titech.ac.jp/hp-zentai/access.html 

構内地図  ：http://www.titech.ac.jp/maps/suzukakedai/index.html  

■カリキュラム 

  添付のカリキュラムをご覧下さい。 

一部変更となる場合があります。最新版は、構造接着研究会 HP 

https://www.struct-adhesion.org/trainingcourse/curriculum/ をご覧下さい。 

■講 師 

佐藤千明（東京工業大学） 

若林一民（エーピーエスリサーチ） 

山辺秀敏（東京理科大学） 

原賀康介（(株)原賀接着技術コンサルタント） 

■受講対象者 

①各種機器の構造設計や組立に接着を用いる設計・生産・品質関係技術者 

②接着関連機器・設備メーカーや接着関連材料メーカーの技術者 

■履修証明書 

全カリキュラムを受講された方には、履修証明書を発行します。 

※今回、一部欠席され、次回欠席部分を受講された場合にも発行されます。 

■自己確認テスト 

受講内容のポイントの整理、理解度確認のために、受講後ホームページからダウンロードする形式で、自己確 

認テストを実施します（任意）。約 1ヶ月後に模範解答をホームページにアップロードします。 



■受 講 料（消費税別） 

①構造接着研究会の法人会員は 1人目 45,000 円、2人目からは 1名９万円。個人会員は 45,000 円。 

②構造接着研究会非会員で日本接着学会会員（法人、個人）は、1人目６万円、2人目からは 1名９万円。 

③①②以外の場合は、1名９万円。 

※日本接着学会法人会員に配布される「催し物特別優待券」は使用できません。 

※①②の割引対象者の１名は、最初の申込み者とさせていただきます。 

※②③の場合は、受講者の所属企業または個人は、継続的に最新の接着技術を習得いただくために、原則とし 

て、受講の翌年度から構造接着研究会の会員＊となっていただきます。（翌年度の会費は無料とします） 

＊）構造接着研究会会員は、年 4回の講演会、年 2回の見学会、年 1回のシンポジウムに無料で参加でき 

ます。（法人会員の無料参加人数制限：講演会、見学会は制限なし。シンポジウムは 1名） 

また、精密接着 WG にも参加できます。 

   ＜参考＞構造接着研究会法人会員の年会費 

日本接着学会会員の場合 ：６万円（非課税） 

日本接着学会非会員の場合：９万円（非課税） 

※・法人会員企業の方は、参加者数に制限はありません。 

  ・法人会員企業で割引となる一人目は、受付順で決めさせていただきます。 

■接着技術者スキルアップ講座の開催 

  接着適用技術者養成講座の内容補強（基礎の基礎からセンスを身につけるため）を目的として、接着技術者ス 

キルアップ講座を開催しています。 

  接着適用技術者養成講座の受講生は、安価に受講できます。 

  ※詳細は、https://www.struct-adhesion.org/skillup/ をご覧下さい。 

■詳細および受講申込み方法 

①受講申込みは、構造接着研究会ホームページの「接着適用技術者養成講座案内」ページ  

https://www.struct-adhesion.org/trainingcourse/ から御願いします。 

②申込み締切日 2019 年６月 28 日(金)  

ただし、定員(50 名)になり次第締め切ります。 

■受講料のお支払い方法 

申込受付後、請求書をお送りします。指定口座にお振り込みください。 

お支払期限：8月 31 日 

■問合せ先 

 一般社団法人 日本接着学会 構造接着研究会事務局 

〒224-0001  横浜市都筑区中川 1-4-1 ハウスクエア横浜 4F 

   TEL. 045-479-8855  FAX. 045-910-1831   E-mail : jimu@struct-adhesion.sakura.ne.jp  

 

============================================================= 

【カリキュラムの詳細】2019-3-16 更新  

 

 ※今後、各項目の順番、項目等は変わる場合があります。変更が生じた場合はホームページ 

https://www.struct-adhesion.org/trainingcourse/curriculum/ に掲載いたします。  

 

第Ⅰ単元【１日目（7/3）前半】（10:00～13:00）  

第１章 接着設計技術、接着管理技術  

（10:00-11:30 講師：原賀康介）  

１．特殊工程の技術と設計・管理  

２．接着接合を取り巻く課題  

３．接着設計技術と接着管理技術  

４．接着設計技術の各要素技術  

５．接着管理技術の各要素技術  

６．コンカレント・エンジニアリングの実践  

７．自社で接着を行わず、接着作業を外注する場合  

８．接着適用技術者に必要な知識とセンス  

 

休憩 10 分  

 

第２章 接着の機能設計－接着接合の特徴・機能・効果と適

用事例、接着の課題－（11:40-13:00 講師：原賀康介）  

１．接着接合の特徴・機能と得られる効果  

２．接着の欠点・課題  

３．接着接合の適用事例（目的、機能の活用、効果）  

４．接着の適用事例に見る接着機能の設計への活かし方  

５．接着接合と他の接合方法の比較  

 

第Ⅱ単元【１日目（7/3）後半】（13:50～17:30）  

第３章 接着の基礎とメカニズム  

（13:50-15:20 講師：若林一民） 

１．接着の基礎  

  1.1 接着・接着剤とは・位置づけは  

  1.2 接着剤の長所, 短所  

  1.3 接着剤の分類  

２．接着のメカニズム 

  2.1 接着理論の分解図  

  2.2 ぬれと接触角  

  2.3 接着の仕事  

  2.4 溶解度パラメータとは  

  2.5 接着界面の強さ  

  2.6 金属結合と水素結合  

  2.7 接着剤と被着材面の分子同士の結合  

  2.8 二次結合（ファン・デル・ワールス力）とは  

  2.9 力学的な接着効果（アンカー効果）  

   

休憩 10 分  

 



第４章 正しい接着剤の選び方  

（15:30-17:20 講師：若林一民）（休憩 10 分を含む）  

１．接着剤選定の基準（ルール）  

２．被着材----接着される材料は何か  

３．接着剤に望ましい性質は何か  

４．接着剤の使用方法は  

５．法規制を知る  

６．接着剤選定のためのチェックリスト  

７．接着剤の選定方法  

８．被着材からみた接着剤選定の早見表  

 

技術交流会（懇親会） 

 【１日目（7/3）終了後】（17:30 頃～）  

 参加費無料の懇親会行います。できるだけ多くのご出席を

お願いします  

 

第Ⅲ単元【２日目（7/4）前半】（10:00～13:00）  

第５章 被着材の表面処理  

（10:00-13:00 講師：山辺秀敏）（休憩 10 分を含む）  

１．表面処理の目的と分類  

 1.1 被着材の表面処理の目的  

 1.2 被着材の表面処理の分類  

２．被着材の理想表面と実存表面、接着界面  

 2.1 理想金属表面  

 2.2 実存金属表面  

 2.3 金属接着における影響因子  

 2.4 金属接着界面の考え方（アルミ合金）  

 2.5 金属における表面処理の必要性  

    熱力学的考察  

    表面自由エネルギー  

    接着仕事  

 2.6 界面における水の濃化  

 2.7 金属接着力低下の考え方  

３．金属の接着用表面処理とその効果  

 3.1 JIS K-6848-2 で規定された金属表面処理方法  

 3.2 普通鋼の製造工程  

 3.3 普通鋼の表面処理Ⅰ  

    リン酸塩処理  

    塗布型クロメート皮膜  

 3.4 普通鋼の表面処理Ⅱ：各種接着用プライマー  

 3.5 シリコーター処理プロセス  

 3.6 アルミニウム合金の接着用表面処理  

 3.7 歯科用接着モノマー（Ni‐Cr および Cr‐Co 系 

合金等）  

 3.8 銅とポリイミドの接着における粗面化の効果  

 3.9 銅とエポキシの接着におけるイミダゾールシランの 

効果  

 3.10 接着耐久性の向上Ⅰ：ステンレス陽極酸化処理  

 3.11 接着耐久性の向上Ⅰ：最適表面処理検討のポイント  

 3.12 表面・界面分析技術  

     X 線光電子分光分析(XPS)  

     赤外分光分析(FT‐IR)法  

     static SIMS（静的二次イオン質量分析）  

     ToF‐ SIMS（飛行時間型二次イオン質量分析）  

 3.13 接着耐久性の向上Ⅱ：ステンレス鋼へのシラ 

ンカップリング剤処理  

 3.14 接着耐久性の向上Ⅲ：結合タイプと結合エネルギー  

 3.15 接着耐久性の向上Ⅳ：ステンレス鋼のポリカ 

ルボン酸薄膜処理  

 3.16 接着耐久性の向上Ⅴ：トリアジンチオール化合物に 

よる機能化例  

４．プラスチック類の接着用表面処理  

 4.1 被着材の表面に存在する異物と接着性向上  

 4.2 大気圧プラズマの分類  

 4.3 大気圧プラズマ処理  

 4.4 短波長紫外線照射による洗浄・改質   

 

第Ⅳ単元【２日目（7/4）後半】（13:50～17:30）  

第６章 高品質接着を達成するための基本条件と作り込みの

目標値 （13:50-15:00 講師：原賀康介）  

１．高品質接着とは  

２．高品質接着達成のための開発段階での作り込みの目標値  

３. 開発段階で達成すべき目標値  －まとめ－  

４．接着のアキレス腱（脆弱箇所）  

 

休憩 10 分  

 

第７章 接着部品の構造設計  

（15:10-17:30 講師：原賀康介）（休憩 10 分を含む）  

１．接着部品の構造設計の基本理念  

２．接着部の構造設計時の考慮点  

３．接着耐久性を向上させるための考慮点  

４．塗料の密着性が良い材料は接着にも適するとは言えない  

５．構造設計時のチェック項目  

 

*********************************************** 

第Ⅴ単元【３日目（7/16）前半】（10:00～13:00）  

第８章 接着接合部の力学  

（10:00-13:00 講師：佐藤千明）（休憩 10 分を含む）  

１．接着接合部に加わる力の種類  

２．接着接合部の形状と応力解析  

３．接着強度の測定方法、試験装置  

４．測定結果に影響する諸因子  

５．非破壊検査  

 

第Ⅵ単元【３日目（7/16）後半】（13:50～17:30）  

第９章 特性・機能を低下させる内部応力  

（13:50-16:00 講師：原賀康介）（休憩 10 分を含む）  

１．内部応力（残留応力）で生じる不具合  

２．内部応力（残留応力）の種類  

(1)接着剤の硬化収縮応力  

(2)加熱硬化後の熱収縮応力  

(3)使用中の温度変化による熱応力  

(4)吸水膨潤応力  

(5)被着体の変形による応力  

３．接着剤の粘弾性特性と応力緩和  

3.1 粘弾性体  

3.2 応力緩和  

４．異種材接着における内部応力による不具合  

 4.1 各種の変形のモード  

 4.2 異種材料の嵌合接着  

５．内部応力に影響するその他の因子  

 5.1 接着部の構造   

 5.2 接着剤の塗布量、塗布位置  

 5.3 接着剤の物性、部品の厚さ（剛性）  

 5.4 接着剤の短時間硬化、後硬化  

６．内部応力の評価法  

 6.1 応力を直接求める方法  

 6.2 有限要素法で求める方法  

７．接着層の内部応力の低減策  

 

休憩 10 分  

 

第 10 章 接着部の必要強度と Cv 値の設計法－『Cv 接 

着設計法』－ （16:10-17:20 講師：原賀）   

１．『Cv 接着設計法』とは  

(1) 設計に用いることができる接着強度（設計許容強度）  

(2) 『 Cv 接着設計法 』で求めたいもの  

２．『Cv 接着設計法』の構成要素と考え方  

2.1 『Cv 接着設計法』 の構成要素  

2.2 接着強度の分布の形  

2.3 接着部に加わる力と発生不良率  

2.4 許容不良率 F(x)  

2.5 不良を表す指数、工程能力指数 CpL  

2.6  「ばらつきの大きさ」を表す指標「変動係数 Cv」と「ば 

らつき係数 d」  



2.7 信頼性指数 R，許容不良率 F(x)，ばらつき係数 d，変 

動係数 Cv の関係  

2.8 接着強度を破断強度で考えてはいけない（内部破壊強 

度）  

2.9 劣化すると接着強度の低下とばらつきの増大が起こ 

る  

2.10 『Cv 接着設計法』の構成要素と考え方のまとめ  

３．『Cv 接着設計法 』における設計式  

3.1 高品質接着のための必要強度・接着面積と変動係数を 

簡易に見積る  

3.2 必要強度/最大負荷荷重 の比率を求めるため 

の必須条件  

3.3 必要強度/劣化後の許容不良率の上限強度 を求める  

3.4 内部破壊、安全率を考慮した初期の必要平均破断強度 

を求める  

４．『Cv 接着設計法 』による見積りの計算例  

 

研究室見学会 【３日目（7/16）終了後】（17:30 頃～）  

 佐藤先生の研究室の見学会を行います。参加は自由です。  

 

第Ⅶ単元【４日目（7/17）前半】（10:00～13:00）  

第 11 章 接着の耐久性  

第 11.1 章 劣化の要因とメカニズム、耐久性評価のポイント 

（10:00-11:00 講師：原賀康介）  

１．接着接合部における劣化箇所  

２．代表的な劣化の要因  

３．接着劣化のメカニズム  

3.1 熱劣化  

3.2 ヒートサイクル、ヒートショック  

3.3 水分による劣化  

3.4 継続荷重（クリープ）  

４．耐久性評価における注意点  

4.1 水分劣化における接着部の形状･寸法の影響  

4.2 接着部での水分の濃度分布と強度低下の関係  

4.3 吸水後の乾燥による接着強度の回復（乾燥可逆性）  

4.4 クリープ耐久性に及ぼす水分の影響－応力と水分の 

複合－  

4.5 冷熱繰返し試験における強度低下のモード  

５．耐久性評価試験の目的と種類  

 

休憩 10 分  

 

第 11.2 章 接着耐久性の長期寿命予測法  

（11:10-12:10 講師：原賀康介）  

１．寿命予測の鉄則  

２．長期熱劣化の予測法  

2.1 アレニウス法  

2.2 アレニウス法による熱劣化の予測例  

３．長期水分劣化の予測法  

3.1 アレニウス法による推定  

3.2 吸水率分布からの耐水性の予測法  

3.3 飽和吸水率および拡散係数の求め方  

４．長期屋外暴露劣化の予測法  

５．クリープ耐久性の予測法  

5.1 応力負荷装置  

5.2 長期クリープ強度の予測方法  

６．疲労耐久性の予測法  

 

休憩 10 分  

 

第 12 章 複合接着接合法  

（12:20-13:00 講師：原賀康介）  

１．複合接着接合法とは  

２．代表的な複合接着接合法  

2.1 接着剤とスポット溶接の複合接合（ウェルドボンディ 

ング：WB）  

2.2 接着剤とリベットの複合接合（リベットボンディン 

グ：RB）  

2.3 その他の複合接着接合法  

３．接着剤と他の接合法の役割の分担  

3.1 接着剤の役割・機能  

3.2 リベットなどの他の接合法の役割・機能  

４．複合接着接合法の諸特性  

4.1 各種接合法の強度の比較  

4.2 接着強度のばらつきの低減  

4.3 薄板でのはく離接着強度の向上  

4.4 破断に対する冗長性の向上  

4.5 接着強度の温度依存性の低減（高温接着強度の向上）  

4.6 疲労特性の向上  

4.7 接着の耐クリープ性の向上  

4.8 応力負荷状態での接着の耐湿性の向上  

4.9 剛性、耐震性の向上  

4.10  工程合理化、コストダウン(金属筐体の例)  

   

第Ⅷ単元【４日目（7/17）後半】（13:50～17:30）  

第 13 章 接着工程における留意点と、工程設計、設備設計へ 

の反映 （13:50-15:30 講師：原賀康介）  

１．接着の工程  

２．接着工程における留意点  

2.1 部品の素材  

2.2 素材の部品加工（形状形成）  

2.3 部品の二次加工  

2.4 接着の前工程  

2.5 接着工程  

2.6 接着の後工程  

2.7 接着の検査、保管、保護・梱包  

３．特殊作業工程における自動化と手作業の棲み分け  

４．トラブル時の停止－工程の連続性を考慮する－  

５．工程設計、設備設計への反映   

【付録１】消去法による接着剤選定チェックリスト  

【付録２】接着剤の種類、特徴と使用上の注意点  

【付録３】接着剤使用上の管理のポイントチェックリスト  

 

休憩 10 分  

 

第 14 章 接着の品質設計、品質管理  

（15:40-17:30 講師：原賀康介）（休憩 10 分を含む）  

１．接着の特異性を認識した上での品質設計・品質管理  

1.1 接着の特異性  

1.2 特殊工程技術における品質設計  

1.3 特殊工程技術における品質管理  

1.4 接着不良が発生した時のチェックポイント  

２．耐用年数経過後の安全率の尤度の定量化法  

2.1 この評価法の適用の目的と前提条件  

2.2 接着強度の経年変化の概念  

2.3 耐用年数経過後の安全率の尤度の算出法  

2.4 耐用年数経過後の安全率の算出事例  

2.5 安全率の尤度の再配分  

３．トラブル品の不良率の推定事例  

3.1 トラブルの状況  

3.2 原因と最低強度の推定  

3.3 耐用年数までの発生不良率の推定  

3.4 対策と対策品の信頼性の推定  

 

以上

  

 

 


